
阪神淡路大震災､ ナホトカ重油流出事故､ 新潟中越地

震等において､ 復興支援や情報共有のためのツールとし

て GIS が利用され､ その有用性が認識されている｡ こ

のような場所に対する愛着を喚起するような出来事が

GIS の発展および普及のトリガーになっていることか

ら､ 筆者らは､ GIS の普及方法に関する研究の一貫と

して､ 場所に対する愛着が､ 空間情報を利用するトリガー

になるという仮定を立て､ 場所に対する愛着が集中する

祭りおよび災害に着目し､ この関係を利用することと

GIS 普及策との関連性につき検討している｡

そこで本研究では､ 場所に対する愛着を喚起するよう

なイベントとして熊谷市で2007年に開催された熊谷うち

わ祭を対象として､ 空間情報利用と場所に対する愛着の

関係を評価するための仕組みとして､ Web-GIS を用い

て山車・屋台の現在位置をウェブ上で確認することがで

きるシステムの構築を行う｡

2006年に行われた熊谷うちわ祭では､ GPS で山車の

現在位置追跡を行い､ Web-GIS を用いて山車の位置を

ウェブ上に公開した｡ 同時に､ 熊谷駅前に設置した大型

スクリーンに山車の現在位置を表示するという実証実験

を行い好評であった｡ 本研究では､ 2006年の成果を踏ま

え､ 2006年のシステムに加え､ 携帯電話でも山車・屋台

の追跡を行うことが可能なシステムの構築を行う｡

熊谷うちわ祭とは､ 毎年､ ７月20日から22日に行われ､

３日間で約70万人が集まる祭りである｡ 12台の山車・屋

台が街中の路地をくまなく回り､ 摺り鉦が熊谷全域に響

き渡り市民が地域に対する愛着を再認識できる機会となっ

ている｡

本研究において構築した山車・屋台の現在位置確認シ

ステムは､ 各住民自身の山車・屋台を見たいというニー

ズに答えるもので､ 前年度の実証実験の結果を踏まえて

実施されたものである｡

2007年７月20日から22日に催された熊谷うちわ祭にお

いて､ 12台の山車・屋台の現在位置をWeb-GIS により

確認することができるシステムを構築して一般に公開し

た｡ 山車・屋台位置情報システムは､ ウェブブラウザで

の参照を目的とした PCブラウザ用システムと､ 現地に

いながら携帯電話で位置を確認することができる携帯電

話用システムの２種類を構築した｡

山車・屋台に設置する GPS 等の電源の入／切や充電

等の操作は各町区の担当者が行うため､ 操作手順書を作

成して担当者に配布し､ 事前に実機を操作しながら祭り

期間中の機器操作に関する説明会を開催した｡ また､ 祭

り期間中は､ 機器操作に習熟したシステム担当者が､ 各

町区の担当者からの質問や機器の設定ミス等に現地で対

応できる体制を整えた｡

３. １ PC ブラウザを対象とした山車・屋台位置情報

システム

３. １. １ PC ブラウザを対象とした山車・屋台位置

情報システムの概要

PC ブラウザを対象とした山車・屋台位置情報システ

ムは､ 山車・屋台に GPS を設置し､ PC のウェブブラ

ウザで現在位置を確認することを目的としたシステムで

ある｡ 本システムは､ 住民が自宅で山車・屋台の現在位
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置を確認することを目的としたシステムである｡ また､

本システムは､ 熊谷駅構内に設置した大型モニタにて山

車・屋台の現在位置を表示してシステムの認知や来場者

への興味を喚起したり､ 警備本部においても利用された｡

３. １. ２ システム構成

PC ブラウザを対象とした山車・屋台位置情報システ

ムは､ GPS による山車・屋台の現在位置取得､ 位置情

報のデータベースへの格納､ Web-GIS による現在位置

表示の３つの機能から構成される｡ 本システムの構成を

図１に示す｡

ウェブサーバとデータベースサーバは同一コンピュー

タとして立正大学に設置し､ ウェブサーバソフトとして

IIS (Internet Information Services)､ データベースソ

フトとしてMySQL を使用してシステムを構築した｡

山車・屋台の現在位置取得には､ アイ・オー・データ社

製の GPS ｢ケータイサイト GPS｣ を使用した｡ ケータ

イサイト GPS は携帯電話に接続することで､ 携帯電話

のメール機能を利用して緯度経度が入力されたメールを

定期的に自動送信することが可能であるため､ 山車・屋

台に設置した GPS を操作することなく位置情報を取得

して送信することができる｡ 緯度経度が入力されたメー

ルは､ ２分間隔で立正大学に設置されたメールサーバに

送信した｡ 送信されたメールの受信やメール本文からの

緯度経度の抽出等を行う緯度経度抽出プログラムを

Visual Basic を用いて作成し､ 本プログラムにて､ メー

ルサーバに送信されたメールを指定した時間間隔で受信

し､ メール本文から緯度経度と位置取得時間を抽出して

データベースであるMySQLに格納する｡

Web-GIS によるクライアントへの山車・屋台の現在

位置の配信は､ 国土地理院により提供されている電子国

土を利用した｡ これまで電子国土では､ 無償で提供され

る電子国土Web システム用プラグインをクライアント

のコンピュータにインストールする必要があったが､ う

ちわ祭開催時にはプラグインをインストールすることな

く地図表示を可能とする機能の提供が開始されていたた

め､ クライアントは特別な環境を整備することなく､ 通

常のホームページを閲覧する手順で本システムを利用で

きる｡ そのため､ ソフトウェアのインストール等のコン

ピュータ操作に習熟していないユーザに対しても､ 容易

に山車・屋台の現在位置を確認することができる環境を

提供することが可能となった｡ ウェブサーバに対してク

ライアントから地図表示の要求が行われると､ PHP

(Hypertext Preprocessor) を使用して構築したウェブ

サーバ上の PCブラウザ用山車・屋台位置情報システム

がデータベースにアクセスして緯度経度と位置取得時間

を取得し､ 電子国土の背景図上に山車・屋台の位置をオー

バーレイ表示した地図をクライアントに送信する｡ なお､
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図１. PCブラウザを対象とした山車・屋台位置情報システム構成図



電子国土の背景図上にオーバーレイ表示するデータは､

電子国土がサポートする地理情報標準第２版に準拠した

電子国土プロファイルに基づくXML形式 (JSGI 形式)

として作成する必要があるため (国土地理院, 2004)､

クライアントからの地図要求時に最新の位置情報を持つ

JSGI 形式のデータを PHP プログラムにより作成して

クライアントに送信する｡

３. １. ３ テーブル構造

本システムでは､ d_receivedmail＊テーブル､

m_mailaddress テーブル､ table_names テーブルの３

種類のMySQL のテーブルによって各種情報を管理し

ている｡ 各テーブルの構造を図２に示す｡

各山車・屋台の位置情報は､ d_receivedmail＊テーブ

ルによって管理される｡ 本テーブルは山車・屋台ごとに

作成され､ 山車・屋台に応じて ｢＊｣ には１から12の数

字が入る｡ d_receivedmail＊テーブルには､ 座標取得日

時､ 緯度 (度､ 分､ 秒 (整数部)､ 秒 (小数部))､ 経度

(度､ 分､ 秒 (整数部)､ 秒 (小数部)) が格納される｡

m_mailaddress テーブルは､ メール受信に関する設

定､ および位置情報を格納するテーブル名を管理してお

り､ メールサーバ､ 各山車・屋台の位置情報メールが送

信されるメールアカウント､ 位置情報を格納する d_rec

eivedmail＊テーブル名等が格納される｡ 本テーブルは､

緯度経度抽出プログラムによって､ メール受信時と抽出

データのテーブル格納時に使用される｡

table_names テーブルは､ 位置情報を格納する

d_receivedmail＊テーブル名､ 山車・屋台の名称､ 地図

上に表示するアイコンファイル名を管理するテーブルで

ある｡ 本テーブルは､ PC ブラウザ用山車・屋台位置情

報システムによって､ 凡例に表示する山車・屋台を識別

するためアイコンファイルや山車・屋台名の取得､

JSGI 形式データ作成時に緯度経度を得るためにアクセ

スすべき d_receivedmail＊テーブル名の取得等に使用

される｡

３. １. ４ ソフトウェアインターフェイス

図３に示すとおり､ メールサーバからのメール受信は､

Visual Basic を用いてWindows サービスとして作成し

た緯度経度抽出プログラムが行う｡ 本サービスでは､ ウェ
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ブで提供されている汎用コンポーネントである BASP

21の関数を実行してメールサーバからのメール受信を行

う｡ また､ データベースへのデータ格納も本サービスに

よって実行され､ MySQL との接続はウェブで提供され

ているMySQL Connector/Net の関数を実行すること

で行われる｡

クライアントからの地図表示の要求に対しては､ ウェ

ブサーバ上の PHP の関数を実行してデータベースとの

接続やデータ取得を行い､ 電子国土用 JSGI 形式のデー

タを PHP プログラムにより作成してクライアントに結

果を送信する｡

３. １. ５ PCブラウザ用システムによる位置情報配信

PC ブラウザ用山車・屋台位置情報システムの表示画

面を図４に示す｡ GPS による山車・屋台の位置情報取

得間隔が２分であるため､ 本システムでは２分間隔で自

動的にページの再読込みが行われる｡ また､ 凡例では､

各山車・屋台を識別するアイコン､ 山車・屋台名､ 位置

情報取得時間を示しており､ 参照したい山車・屋台の現

在位置周辺を拡大表示するための機能も実装している｡

３. ２ 携帯電話を対象とした山車・屋台位置情報シス

テム

３. ２. １ 携帯電話を対象とした山車・屋台位置情報

システムの概要

携帯電話を対象とした山車・屋台位置情報システムは､

携帯電話のウェブ接続機能を利用して､ 携帯電話上で山

車・屋台の位置を確認できるシステムである｡ 本システ

ムは､ 祭り会場にいながら山車・屋台の現在位置を確認

し､ 山車・屋台へのアクセスを容易にすることを目的と

したシステムである｡ 電子国土では携帯電話に地図を配

信する仕組みが提供されていないため､ 本システムは､

PC ブラウザを対象とした山車・屋台位置情報システム

とは別システムとして構築した｡

３. ２. ２ システム構成

携帯電話を対象とした山車・屋台位置情報システムは､

子供等の見守りサービスとして提供されている ｢どこ・

イルカ｣ (株式会社ユビキたス) を使用して山車・屋台

の現在位置を取得し､ 携帯電話に山車・屋台の現在位置

を表示するシステムである｡ 本システムの構成を図５に

示す｡

本システムは､ PC ブラウザを対象とした山車・屋台

位置情報システムと同様のウェブサーバ上で構築した｡

電子国土では携帯電話に地図を配信することができない

ため､ 携帯電話への地図配信機能を持つどこ・イルカサー

ビスを使用した｡ また､ どこ・イルカサービスでは､ ど

こ・イルカ端末の現在位置を取得する機能を備えている

ため､ GPS に加えてどこ・イルカ端末も山車・屋台に

設置して現在位置を取得することとした｡

どこ・イルカサービスにより取得された緯度経度は､

ウェブサーバ上に CSV ファイルとして保存される｡ 山

車・屋台の移動速度は高速ではなく頻繁な位置情報の更

新が必要ないため､ 位置情報の取得間隔は１分とした｡

このCSVファイルには､ 各どこ・イルカ端末に割り振っ

た ID 番号の順序で､ １台の山車・屋台に対して１行で
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図３. ソフトウェアインターフェイス
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図４. PCブラウザ用山車・屋台位置情報システム表示画面 (坪井ほか, 2007)

図５. 携帯電話を対象とした山車・屋台位置情報システム構成図



緯度経度が保存される｡ 12台すべての山車・屋台の情報

が１つの CSV ファイルに保存され､ １分ごとに情報が

更新される｡ しかし､ クライアントから同時に多数の地

図表示の要求が発行された場合､ １つの CSV ファイル

にアクセスが集中する可能性がある｡ そこで､ １つの

CSV ファイルに保存された緯度経度を､ 山車・屋台ご

との12個の CSV ファイルに定期的に分割するプログラ

ムを作成し､ ファイルへのアクセスが分散するようした｡

分割した12個の CSV ファイルには､ 緯度経度を引数と

して与えた地図表示用URLを生成して格納した｡

クライアントは､ 山車・屋台の名称が一覧表示された

ページから地図要求を行う｡ クライアントが現在位置を

確認したい山車・屋台名のリンクを選択すると､ 各山車・

屋台に対応した ID 番号が､ ASP. NET (ASP：Active

Server Pages) を用いて構築したウェブサーバ上の携

帯電話用山車・屋台位置情報システムに送信される｡

ASP. NET プログラムは ID 番号に応じた CSV ファイ

ルにアクセスしてファイル内の地図表示用URLを読み

取り､ このURLをクライアントの携帯電話に送信して

地図表示ページへ自動転送させることで山車・屋台の位

置が表示される｡ なお､ 本システムにおける地図表示は､

どこ・イルカサービスで使用されている機能､ および地

図データを利用した｡

３. ２. ３ 携帯電話用システムによる位置情報配信

本システムによる山車・屋台の現在位置表示画面を図

６に示す｡ PC ブラウザ用山車・屋台位置情報システム

では画面上に12台の山車・屋台の現在位置が表示される

が､ 本システムでは山車・屋台の名称一覧ページで選択

した山車・屋台の位置のみが表示される｡

PC ブラウザ用､ および携帯電話用山車・屋台位置情

報システムへのアクセス解析の結果､ 祭り開催期間中３

日間の合計で約６万件のアクセスがあった｡

また､ 熊谷うちわ祭への来訪者を対象として無作為に

アンケート調査を行い､ 265名から回答を得た (坪井ほ

か, 2007)｡ 本アンケートにおいて､ 山車・屋台位置情

報システムに対する認知と使用歴について質問した結果､

本システムの認知は有効回答者中28.2％ (72名) であり､

実際にシステムを利用したことのある来訪者は13.2％

(30名) であった｡ システム未使用者の理由に関しては､

システムを認知していなかったことが未使用理由であっ
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４. 結 果

図６. 携帯電話用山車・屋台位置情報システム表示画面 (中川ほか, 2007)
(どこ・イルカサービスより)



た来訪者が76.9％､ 操作が難しそうとの理由による未使

用者が13.9％であり､ 事前の広報活動やシステム利用の

容易性のアピール等が必要であると考えられる｡

本研究では､ 祭りでの主役である山車・屋台に GPS

等の端末を設置し､ GIS で表示し公開することで､ 地

域住民の共同性を可視化すると共に､ ブログでの書き込

み環境を提供し､ 画像情報の補足ができるような環境を

提供した｡ デジタルデバイドへの対応と広報､ さらなる

市民権を得るため､ 熊谷駅コンコースでも大型モニタに

てシステムを公開し､ システムへのアクセス数は３日間

で約６万件であった｡ さらに､ 携帯電話用ページへの誘

導として､ パンフレットや PCブラウザ用システムペー

ジに QR コードを掲載することで､ 利用者が快適にア

クセスできる仕組みを構築した｡ なお､ これらの一連の

作業は､ 祭りで用いられる相互扶助の行為として､ 祭り

を仕切る熊谷祇園会と密接な連携の下で行われた｡ 即ち､

コストをかければ良いシステムは出来上がるが､ 産学官

民それぞれの得意分野を提供してもらいながら､ 顔と顔

の見える関係を作りつつ材料をそろえるという手法であ

る｡

本システムは､ 警備本部でも使用され､ 警備の規模を

決定するための意思決定支援ツールとしても利用され､

実用面でも社会貢献できたことは評価に値すると考える｡

今後は祭り期間中に実施したアンケート結果を用いて

空間情報の利用度や地域の安全安心等の地域効用への期

待度がいかなる要因によってもたらされるかを分析する

ことにより､ 空間情報の利用度・期待度と場所に対する

愛着の関係を評価し､ 環境保護活動等の市民活動への

GIS 適用手法や普及策を検討していく予定である｡ ま

た､ アンケートでは来訪者のシステム使用歴は回答者の

１割程度であり､ 広報をより充実させてシステム認知度

の向上を図り､ さらに多くの人に受け入れやすいシステ

ムを実装することで利用率を向上させることが課題とし

て挙げられる｡

本システムを他の市民活動等で使用することや､ デー

タベースと連動しての検索機能､ あらかじめ決められた

ポイントだけでなくユーザからの投稿等の機能の実装も

検討したい｡
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